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豊
川
市
長
　 

山
脇   

実

❖ 

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

ま
し
た
。
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

明
る
い
未
来
の
た
め
に
、
戦
争
の
な
い

世
界
の
実
現
に
向
け
て
気
持
ち
を
新
た

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
今
、
我
が
国
は
、
本
格
的

な
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
社
会
を
迎

え
、
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は

一
段
と
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
本

市
に
お
き
ま
し
て
も
こ
れ
ら
の
課
題
に

対
応
す
る
た
め
、
第
６
次
豊
川
市
総
合

計
画
の
中
で
特
に
「
定
住
・
交
流
」
に

関
す
る
施
策
を
意
識
し
て
各
事
業
を
進

め
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、
豊
川
市
の

潜
在
的
な
魅
力
を
積
極
的
に
発
信
す
る

と
と
も
に
、
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
こ
と
で
、
多
く
の
方
に
選
ん

で
い
た
だ
け
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
お
約
束

し
ま
し
た
「
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
４
Ｓ
の
ま

ち
づ
く
り
」
に
掲
げ
る
各
種
事
業
を
市

長
３
期
目
の
集
大
成
と
し
て
精
力
的
に

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。「
子
育
て
す

る
な
ら
豊
川
市
」と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、

保
育
所
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
受
け

入
れ
体
制
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
小

中
学
校
普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
の
設

置
を
全
学
校
で
完
了
い
た
し
ま
す
。
ま

た
、
災
害
に
対
す
る
危
機
管
理
体
制
の

強
化
を
図
る
た
め
に
、
市
役
所
敷
地
内

に
防
災
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
ま
す
。
そ

し
て
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
、
障
害
が

あ
る
方
な
ど
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
目
指
す
と

と
も
に
、
市
債
残
高
の
削
減
や
公
共
施

設
の
適
正
配
置
の
ほ
か
、
民
間
と
の
協

働
や
政
策
間
に
お
け
る
連
携
を
進
め
る

こ
と
で
、
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な

行
財
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

本
年
も
市
民
の
皆
さ
ま
に
意
見
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、「
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
が
あ
ふ
れ
安
全
安
心
で
人
に
や
さ
し

い
ま
ち
」
を
目
指
し
、
全
力
で
市
政
運

営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま

し
て
、
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
年
、
豊
川
市
は
市
制
施
行
75
周
年

の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
市
民
の
皆
さ

ま
の
ご
支
援
の
賜
物
と
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
市
長
就

任
以
来
念
願
で
あ
り
ま
し
た
「
豊
川
海

軍
工
廠
平
和
公
園
」
を
開
園
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
市
内
外
か
ら
多
く
の

方
に
来
園
し
て
い
た
だ
き
、
戦
争
に
よ

る
悲
劇
と
平
和
の
尊
さ
を
後
世
に
伝
え

る
た
い
せ
つ
さ
を
改
め
て
認
識
い
た
し
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（明るい選挙推進協会「第 48 回衆議院議員総選挙全国意識調査」）

選
挙
の
役
割
と
は
？

　

選
挙
と
は
、
社
会
や
私
た
ち
の
生
活

を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
、
私
た
ち
の
代

表
者
と
し
て
活
動
す
る
政
治
家
を
多
数

決
で
決
め
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
選
挙

で
選
ば
れ
た
人
は
、
私
た
ち
の
意
見
や

考
え
を
社
会
や
生
活
に
反
映
さ
せ
よ
う

と
、
話
し
合
い
を
し
な
が
ら
、
法
律
や

条
例
を
作
っ
た
り
、
税
金
の
使
い
道
を

決
め
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
密
接
に
関
係
し

て
い
る
選
挙
で
す
が
、
近
年
、
全
国
的

に
選
挙
の
投
票
率
の
低
さ
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。豊
川
市
で
も
同
様
で
、

過
去
3
回
の
投
票
率
は
低
下
し
て
い
る

状
況
で
す
。

上
が
ら
な
い〝
投
票
率
〟

　

平
成
29
年
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
後

に
全
国
の
有
権
者
を
対
象
に
行
わ
れ
た

意
識
調
査
で
、
投
票
に
行
か
な
か
っ
た

理
由
と
し
て
多
く
あ
げ
ら
れ
た
の
が
、

「
選
挙
に
あ
ま
り
関
心
が
な
か
っ
た
」

「
適
当
な
候
補
者
も
政
党
も
な
か
っ
た
」

な
ど
で
し
た
。
さ
ら
に
、
若
者
世
代
に

着
目
し
て
み
る
と
、「
自
分
の
よ
う
に

政
治
の
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
者
は
投
票

し
な
い
方
が
い
い
と
思
っ
た
」「
政
党

の
政
策
や
候
補
者
の
人
物
像
な
ど
、
違

い
が
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う

理
由
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

な
ぜ
、投
票
に
行
か
な
い
の
？

◆ 豊川市における過去3回の投票率の推移

◆ 投票に行かなかった理由（複数回答）（上位5項目だけ掲載）

選挙にあまり関心がなかったから

適当な候補者も政党もなかったから

仕事があったから

政党の政策や候補者の人物像など、
違いがよくわからなかったから

選挙によって政治は
よくならないと思ったから
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未 来を決 める、選 挙 。
～ 主 役 は 、投 票する“ 私たち”～

　「選挙」は、私たちの声を政治に届けるたいせつな機会です。しかし、全国的に投票率
が低下傾向にあり、国民・市民の政治に対する関心の低さが課題となっています。
　今回の特集では、　2 月 3 日㈰に行われる愛知県知事選挙の詳細をお伝えするとともに、
私たちの暮らしの未来を決める「選挙」について考えます。
　詳しいことは、豊川市選挙管理委員会（89 － 2123）まで、お問い合わせください。

特 集
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杉
浦 
政
治
や
選
挙
っ
て
私
た
ち
の
生

活
と
ど
う
関
係
し
て
い
る
の
で
す
か
？

委
員
長 

例
え
ば
、
学
校
で
勉
強
す
る

時
間
数
、
一
ク
ラ
ス
の
人
数
、
学
校
設

備
の
基
準
な
ど
も
全
て
政
治
が
関
わ
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
支
援
や
交

通
安
全
・
防
犯
・
災
害
・
環
境
対
策
、

病
気
を
治
療
す
る
た
め
の
費
用
、
さ
ら

に
は
平
和
を
ど
う
守
る
か
も
、
全
て
政

治
が
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

政
治
は
国
民
全
員
で
行
う
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
選
挙
を
行
い
、

自
分
た
ち
の
代
わ
り
に
政
治
を
行
う
代

表
者
を
選
び
ま
す
。
だ
か
ら
選
挙
の
際

に
は
み
ん
な
が
投
票
に
参
加
し
、
自
分

の
思
い
を
、
自
分
に
代
わ
っ
て
形
に
し

て
く
れ
る
人
を
選
ぶ
必
要
が
あ
る
の
で

す
。

村
上 

選
挙
に
行
か
な
い
と
、
ど
ん
な

影
響
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

委
員
長 

そ
れ
は
、
自
分
の
将
来
を
他

人
任
せ
に
し
て
し
ま
う
こ
と
と
同
じ
こ

と
で
す
。
豊
か
な
暮
ら
し
や
理
想
的
な

社
会
を
望
む
願
い
を
、
投
票
と
い
う
形

で
意
思
表
示
し
な
い
と
、
政
治
に
は
届

き
ま
せ
ん
。

　

自
分
た
ち
の
意
見
や
願
い
を
政
治
に

小坂井高校 3 年
杉浦 華那 さん

小坂井高校 3 年
村上 岳海 さん

反
映
さ
せ
る
た
め
に
は
、
貴
重
な
１
票

を
投
じ
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。

杉
浦 

誰
に
投
票
し
た
ら
よ
い
の
か
よ

く
分
か
ら
な
い
人
が
多
く
い
る
と
思
い

ま
す
。
ど
う
選
ん
だ
ら
い
い
で
す
か
？

委
員
長 

た
い
せ
つ
な
１
票
を
有
効
に

使
う
た
め
に
は
、
候
補
者
や
政
党
の
政

策
を
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

投
票
の
前
に
し
っ
か
り
情
報
収
集
を
し

て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
も
し
も
誰

教
え
て
！ 

選
挙
の
コ
ト

● 衆議院議員

● インターネット

● 参議院議員

● 選挙公報

● 愛知県知事・豊川市長

● 街頭演説

● 愛知県議会議員・豊川市議会議員

任期満了（4 年）によるものと、解散
によって行われるものがある

候補者などのホー
ムページやブログ、
SNS（ツイッター
やフェイスブックな
ど）、動画共有サ
ービスなど

県や市の政策を決めるトップを選ぶた
めの選挙。任期は 4 年

駅前や商店街などさまざまな場所で
候補者が、直接、考えを語るもの

選挙の種類

任期は 6 年で解散はないが、3 年ご
とに半数が入れ替わるため、3 年ごと
に選挙が行われる

立候補者全員の氏名、経歴、意見
や考えなどが掲載された新聞に似
た印刷物。投票日の 2 日前までに、
全ての世帯に配られる

任期は 4 年で、住民の代表として身
近な声を行政へ届けたり、行政の施策
をチェックしたりする役目がある

スマホで
気軽に情報を集めることが
できるね！

Interview

18
歳
が
選
管
委
員
長
に
聞
き
ま
し
た

豊川市選挙管理委員会
委員長 宮川 千弘 さん

に
投
票
す
る
の
か
迷
う
こ
と
が
あ
っ
た

ら
、
自
分
が
生
活
し
て
い
る
中
で
、
何

を
一
番
大
事
に
し
て
い
る
の
か
を
考
え

て
み
る
の
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

家
族
や
身
近
な
人
か
ら
、
い
ろ
い
ろ

勧
め
ら
れ
て
も
、投
票
の
参
考
に
す
る
、

し
な
い
は
、
あ
な
た
の
自
由
で
す
。
ど

の
候
補
者
や
政
党
に
投
票
す
る
か
は
、

人
の
意
見
を
参
考
に
し
た
と
し
て
も
、

最
後
は
あ
な
た
自
身
が
よ
く
考
え
て
決

め
る
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。

　

今
年
は
、
多
く
の
選
挙
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
、
ぜ
ひ
投
票
し

て
く
だ
さ
い
。

情報収集のしかた

今年行われる

選挙はこちら！

選 挙 TOPICS
もっと知りたい！

 ▪愛知県知事　　　2 月  3 日
 ▪愛知県議会議員　4 月  7 日
 ▪豊川市議会議員　4 月 21 日
 ▪参議院議員　7 月下旬（予定）
 ▪豊川市長　9 月～ 10 月（予定）



5

期
日
前
投
票
所

　

投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど

の
た
め
投
票
で
き
な
い
場
合
は
、

期
日
前
投
票
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
1
月
18
日
（
金
）
か

ら
2
月
2
日
（
土
）
ま
で
の
間

に
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
期
日
前
投
票
の
際
に

は
、
投
票
日
当
日
に
投
票
に
行

け
な
い
理
由
を
宣
誓
書
に
記
入

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
宣
誓

書
は
、
入
場
券
の
裏
面
に
印
刷

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
記
入
し
て
期
日
前
投
票
所

へ
お
持
ち
い
た
だ
く
と
、
手
続

き
が
早
く
済
み
ま
す
。

期日前
投票所

投票
時間

投票期間

1/18
～1/30

1/31
㈭

2/1
㈮

2/2
㈯

市役所 8：30～
 20：00 ● ● ● ●

一宮・音羽・
御津・小坂井

生涯学習会館

9：00～
 17：00 ● ● ●

◆ 期日前投票所の投票時間と投票期間

投
票
所

　

1
月
17
日
（
木
）
に
、
世
帯

ご
と
へ
郵
送
す
る
「
投
票
所
入

場
券
」
に
記
載
の
投
票
所
で
投

票
し
て
く
だ
さ
い
。

投票時間  午前7時～午後8時
2 月3 日投 票 日 日

愛知県知事選挙で、一票を。

変更前 変更後

投票区 投票所 投票区 投票所

桜木 桜木小学校体育館
東部第1 桜木小学校体育館

桜木東 豊川公民館

豊川 豊川小学校体育館
東部第2 豊川小学校体育館

古宿　 古宿地区市民館

金屋 金屋地区市民館
金屋第1 金屋小学校体育館

金屋南 金屋南地区市民館

牛久保 牛久保小学校体育館
南部第1 牛久保小学校体育館

牛久保北 稲市場公民館

睦美 睦美地区市民館
東部第5 東部小学校体育館

三上 三上地区市民館

国府北 国府保育園
西部第1 国府小学校体育館

国府 国府小学校体育館

桜町 桜町地区市民館 代田第1 桜町小学校体育館

中部 中部小学校体育館
南部第5 中部小学校体育館

中部東 県営牛久保住宅集会室

御油 新丁区集会所 西部第4 御油小学校体育館

萩 萩地区市民館 音羽第3 萩小学校体育館

佐脇 構造改善センター
下佐脇会館

御津第1 御津南部小学校
多目的教室

御馬 御津南部小学校
多目的教室

西方 御津生涯学習会館
御津第2 御津生涯学習会館

赤根 あかね児童館

小坂井 小坂井集会所
小坂井

第1 小坂井生涯学習会館篠束 篠束集会所

宿 ※1 宿集会所

伊奈東 小坂井文化センター 小坂井
第2 小坂井文化センター

前山 前山集会所
小坂井

第3 小坂井西小学校体育館西小坂井
※2 西小坂井集会所

※1 投票区・宿のうち「白山」地域にお住まいの方は、投票所が小坂井文化
      センターへ変更になります

◆ 投票所の変更一覧
変
更
点

　2 月 3 日㈰は、愛知県知事選挙の投票日です。
市選挙管理委員会では、投票環境の見直しを行
い、今回の選挙から投票所などが変更となります。
ここでは、愛知県知事選挙の詳細と見直しによる
変更点をお伝えします。

　

全
て
の
投
票
区
（
投
票
を
行

う
区
域
）
の
名
称
が
変
わ
り
、

一
部
投
票
区
の
投
票
所
が
変
更

と
な
り
ま
す
。
変
更
す
る
投
票

所
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

変
更
点

　

市
役
所
に
加
え
、
一
宮
・
音
羽
・

御
津
・
小
坂
井
生
涯
学
習
会
館

の
4
カ
所
で
期
日
前
投
票
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
5
カ

所
の
期
日
前
投
票
所
の
う
ち
、

い
ず
れ
の
場
所
で
も
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

た
だ
し
、
会
場
に
よ
っ
て
、
投

票
時
間
・
投
票
期
間
が
異
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

投
票
区
と
投
票
所

4
カ
所
増
設

※2 投票区・西小坂井のうち「古当」地域にお住まいの方は、投票所が小坂
      井生涯学習会館へ変更になります
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■ 

他
市
区
町
村
に
長
期
滞
在

　

 

さ
れ
て
い
る
方
は

　

不
在
者
投
票
が
で
き
る
施
設

と
し
て
指
定
を
受
け
た
病
院
・

福
祉
施
設
な
ど
に
入
院
・
入
所

中
の
方
は
、
そ
の
施
設
で
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
各
施
設
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病

投
票
で
き
る
方

　

平
成
13
年
2
月
4
日
以
前
に

生
ま
れ
、
平
成
30
年
10
月
16
日

以
前
か
ら
引
き
続
き
3
カ
月
以

上
豊
川
市
の
住
民
基
本
台
帳
に

記
録
さ
れ
、
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。
転
入

を
さ
れ
た
方
は
住
民
票
の
届
け

出
の
日
に
よ
り
投
票
場
所
が
異

な
り
ま
す
。

不
在
者
投
票

2

1 3

　市選挙管理委員会では、若者世代をはじめ、市民の皆
さんに政治への関心を持ってもらうため、市内の高校生
などと協力しながら、さまざまな取り組みを行っています。

高校放送部ナレーションによる

広報車での呼び掛け

選挙出前トーク
現役高校3年生による

18歳に向けた啓発はがき

実際に選挙で使われる投票箱・
記載台を使用した模擬投票

　小坂井高校・豊川高
校放送部の皆さんに、
投票参加を呼び掛ける
ナレーションの録音に
協力してもらい、選挙
期間中に広報車で使用
しています。

　近い将来に有権者と
なる児童・生徒の皆さ
んに対して、選挙のた
いせつさを知ってもら
うことを目的に、学校
で選挙講話や模擬投
票などを行っています。

　18 歳になった皆さ
んに、選挙人名簿に登
録されたことをお知ら
せするはがきを送付し
ています。市内の高校
3 年生と協力して、広
く呼び掛けています。

■ 

入
院
・
入
所

　

 

さ
れ
て
い
る
方
は

■ 

身
体
に
重
い
障
害
な
ど
が

　
 

あ
る
方
は

障害名
障害の程度

1級 2級 3級

両下肢・体幹・
移動機能の障害 ● ●

心臓・腎臓・
呼吸器・ぼうこう・
直腸・小腸の障害

● ●

免疫・肝臓の障害 ● ● ●

障害名
障害の程度

特別
項症

第1
項症

第2
項症

第3
項症

両下肢・
体幹の障害 ● ● ●

心臓・腎臓・
呼吸器・
ぼうこう・
直腸・小腸・
肝臓の障害

● ● ● ●

◆ 身体障害者手帳 ◆ 戦傷病者手帳

　

長
期
の
出
張
や
旅
行
な
ど
で
、

豊
川
市
で
投
票
・
期
日
前
投
票

が
で
き
な
い
方
は
、
市
選
挙
管

理
委
員
会
に
投
票
用
紙
を
請
求

し
、
滞
在
先
で
投
票
用
紙
を
受

け
取
り
、
滞
在
先
の
選
挙
管
理

委
員
会
で
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、「
投
票
用

紙
の
送
付
先
」「
宣
誓
書
」（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
直
接
、
ま
た
は
郵
送
で
、

市
選
挙
管
理
委
員
会
（
〒
442
ー

8
6
0
1
諏
訪
1
丁
目
1
）
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
の
う
ち
、

左
表
の
条
件
に
該
当
す
る
方
、

ま
た
は
介
護
保
険
の
被
保
険
者

証
に
要
介
護
状
態
区
分
が
「
要

介
護
5
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る

方
は
、
郵
便
を
利
用
し
て
自
宅

な
ど
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
、

市
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
「
郵

便
等
投
票
証
明
書
」
の
交
付
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
し
い
こ

と
は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※投票時には、次のいずれかが必要となります。
　① 引き続き県内に住所を有する旨の証明書の提示
　　 投票日までに市民課（本庁舎1階）、または各支所で、証明書の交付を受けてください。
　② 引き続き県内に住所を有することの確認申請
　　 投票をする際に、申請を希望する旨を投票所の職員に伝えてください。

届出の日 投票場所・投票の可否

愛知県内の他の
市町村から転入された方

平成30年10月16日以前 新住所地で投票できる

平成30年10月17日以降 旧住所地で投票できる ※

他の都道府県から
転入された方

平成30年10月16日以前 新住所地で投票できる

平成30年10月17日以降 投票できない

啓発活動を
　　　実施しています

ナレーション吹き込み作業

投票に行きましょう。


